
 

 

「国土地理院研究開発基本計画(案)に対する意見の募集」の結果について  

 

 

平 成 ２１年 ６月 １日  

国土交通省国土地理院  

 

 

平成２１年４月１５日から平成２１年４月２８日にかけて、ホームページ等を通じて「国土地理院

研究開発基本計画(案)に対する意見の募集」を行ったところ、２名の方から３件の御意見を寄せ

ていただきました。  

 

お寄せいただいた主な御意見の主旨と、当該御意見に対する考え方は別紙のとおりです。 

なお、取りまとめの都合上、内容により質問を適宜集約させていただいております。  

貴重な御意見をお寄せいただき、厚く御礼申し上げます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                        



(別紙) 

 

主な御意見の主旨 考え方 

５．重点研究開発課題 

 (1)地理空間情報を円滑に整備･流通･活用するための研究開発 

 ①標準化などにより地理空間情報を円滑に整備･流通･活用するための研究開発 

標準化に関する研究のうち標準・ガイド

ライン等の作成などは行政レベルの課題

であり、他に取り組むべき技術的課題を

解決すべきである。 

 

 

 

 国土地理院は、測量、地理空間情報整備活用に

関する行政施策の企画立案、円滑な実施に取り組

んでいるところであり、その取り組みを的確に進める

ことを目的に研究開発を行っています。標準・ガイド

ライン作成はこの目的に沿った、重要な課題と考え

ており、関連する技術的課題についても研究開発に

取り組んで参ります。 

 また、今後も社会における研究開発ニーズを考慮

しつつ、施策を推進していきます。 

 いただいた御意見も参考にしつつ、計画の着実な

実現に向けて取り組んで参ります。 

 ③基盤的な地理空間情報の整備・管理・提供の高度化のための研究開発 

 ２次元的な地理空間情報の整備や利活

用の検討だけでなく、３次元地理空間情

報の整備手法や活用も検討すべきであ

る。高付加価値な空間情報の研究等こそ

が、地理院が実施すべきものであると考

える。 

３次元地理空間情報については、地理空間情報

の各方面への活用の促進のため、時空間化された

仕様案の確立等について、いただいた御意見も参

考にしつつ、本計画案に基づき取り組んで参りま

す。 

 

５．重点研究開発課題 

(3)防災に関する研究開発 

防災関連情報は、国が整備すべき重要

な情報である。 

 特に、SAR 画像は非常に有効な情報で

あり、研究開発の促進と、早期収集と分

析、配信などの運用体制を整えていただ

きたい。 

また、その実施にあたり、JAXA 等との

連携だけでなく、民間企業が運営する

SAR 衛星の画像や航空機 SAR の活用を

検討すべきである。 

 防災に関する研究開発については、本計画（案）

で重点研究開発課題として位置付けており、地盤変

動の状況をより迅速にかつ高精度に把握するた

め、SAR 等による地盤変動の高度化の研究開発を

盛り込んでいます。また、防災の他にも、５.(１)①に

示すとおり、干渉SAR技術により面的かつ効率的に

地盤沈下を把握するための技術開発を行っていき

ます。 

いただいた御意見も参考にしつつ、計画の着実な

実現に向けて取り組んで参ります。 

 


